
府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略（案）の概要

人口ビジョン 府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略（2015～2019年度の５箇年）

資料３－１資料３－１資料３－１資料３－１

国の長期ビジョ国の長期ビジョ国の長期ビジョ国の長期ビジョ
ンよりンよりンよりンより10101010年早い年早い年早い年早い

基本目標（基本目標（基本目標（基本目標（2019201920192019年度）年度）年度）年度）

と基本的方向と基本的方向と基本的方向と基本的方向

重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標重要業績評価指標

KKKKey PPPPerformance IIIIndicator

保育所の一人当たり面積

「子育て世代が居住を選択する「子育て世代が居住を選択する「子育て世代が居住を選択する「子育て世代が居住を選択する

まち」実現に向け推進する施策まち」実現に向け推進する施策まち」実現に向け推進する施策まち」実現に向け推進する施策

祖父母が孫を保育する「孫育て」の支
ペースでの出生ペースでの出生ペースでの出生ペースでの出生
率回復率回復率回復率回復の実現

2020年1.80、

2030年2.07、 子育て世代女性100人

広島都市圏で１番

の子育子育子育子育てててて支援支援支援支援 大学生が子どもに遊びを教える等の

ボランティア活動支援

保育所の一人当たり面積

2.62㎡（施策を講じな

かった場合の予測2.59

㎡）

子どもに遊びを教える等 児童センター等が設置される（仮称）北

祖父母が孫を保育する「孫育て」の支
援

2030年2.07、

2040年2.30、

以降安定

子育て世代女性100人

あたり０歳児数9.23人

（現状8.72人：住民基

本台帳人口で検証） ＩＣＴ機器や各種用具の学校配備等に

よる質の高い教育の提供
学校の年間の県大会出場

子どもに遊びを教える等

のボランティア活動の年

間回数８回（現状３回）

児童センター等が設置される（仮称）北

部総合福祉施設の整備推進

予測より20～39

歳の子育て世代子育て世代子育て世代子育て世代
の転入出差を年の転入出差を年の転入出差を年の転入出差を年
間＋間＋間＋間＋30303030世帯世帯世帯世帯

子連れ家族の

生活利便生活利便生活利便生活利便の向上

感染症の知識普及や新たな予防接種

の負担軽減の実施

子連れ家族が安全で快適に移動しやす

い歩行者空間整備

学校の年間の県大会出場

件数１割増

成人が感染することがあ

まりない12感染症の年間

発生件数１割減

20～39歳女性が前年の

19～38歳女性比で59人

増

（「何も対策を講じな

間＋間＋間＋間＋30303030世帯世帯世帯世帯

「子育て世代

が居住を選択

い歩行者空間整備

おむつ交換台設置店等の店頭表示や
マップ作製

公共施設等へのベビーカー、おむつ交
換台等配備

発生件数１割減

町内主要箇所の徒歩およ

び自転車での１時間あたり
通行者数の平均１割増

（「何も対策を講じな

かった場合」の予測で

は29人増：住民基本台

帳人口で検証）

するまち」を
目指す

換台等配備

町営コミュニティバス「つば
きバス」の年間利用者数、
H26実績（187,298人）の

２％増（191,000人）
一部ルート変更やバス停整備等による

子どもを前後に乗せる３人乗り自転車
の貸出

2060年も５万人

の人口を維持

子どもに伝える

地域地域地域地域のののの魅力魅力魅力魅力向上 レンタサイクルの年間の

べ利用件数250件

２％増（191,000人）
つばきバスの利便性向上

レンタサイクル、マップ作製等による観

光散策の環境整備
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０．基本的な考え方０．基本的な考え方０．基本的な考え方０．基本的な考え方    

    

（１）府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ（１）府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ（１）府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ（１）府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略の位置づけ    

 日本の人口は 2008 年（平成 20 年）を境に減少局面に入っており、この

ままでは2040年代頃には毎年100万人程度の減少スピードにまで加速し、

人口減少が経済社会に対して大きな悪影響を及ぼすことが懸念されてい

ます。こうした背景の下、まち・ひと・しごと創生法（平成 26 年法律第

136 号）が公布され、同法に基づいて 2014 年（平成 26 年）12 月 17 日に

国の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」が閣議決定されました。この国

の総合戦略のなかでは、『各地方公共団体は、国の「長期ビジョン」と「総

合戦略」を勘案し、遅くとも 2015 年度（平成 27 年度）中に、中長期を見

通した「地方人口ビジョン」と５か年の「地方版総合戦略」を策定し実行

するよう努めるものとする。』とされました。 

 府中町まち・ひと・しごと創生総合戦略は、この「地方版総合戦略」と

して策定するものであり、まち・ひと・しごと創生法第 10 条に基づく「市

町村まち・ひと・しごと創生総合戦略」です。同時に策定する府中町の中

長期の人口見通しを示した「府中町人口ビジョン」とあいまって、人口減

少の課題克服に向けた府中町の施策展開の戦略を示すものです。 

 

（２）対象期間（２）対象期間（２）対象期間（２）対象期間    

 国の総合戦略の対象期間と同じく、2019 年度（平成 31 年度）までの５

年間を対象とします。 

    

（３）構成（３）構成（３）構成（３）構成    

 次の通り、総合戦略の各節がまち・ひと・しごと創生法第 10 条第２項

各号に該当する構成とします。 
 

１．基本目標          ･･････ 法第 10 条第２項第１号に該当 
 

２．基本的方向         ･･････ 法第 10 条第２項第２号に該当 
 

３．具体的な施策と重要業績評価指標 ･･ 法第 10 条第２項第３号に該当 

 

（４）進捗の検証（４）進捗の検証（４）進捗の検証（４）進捗の検証    

 総合戦略では、その達成度合いを検証できるよう客観性のある基本目標

と重要業績評価指標（KPI:Key Performance Indicator の略）を設定し、

外部有識者等を含めた検証体制を設けて成果の進捗を検証することとし、

必要に応じて総合戦略の見直しを行うこととします。 
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（５）基本的な考え方（５）基本的な考え方（５）基本的な考え方（５）基本的な考え方    

 

 人口ビジョンに示されたように、このまま何の対策も講じなければ府中

町の人口は中長期的に減少し、2060 年（平成 72 年）には 38,143 人に減少

するものと予想されます。しかし、国の長期ビジョンより 10 年早いペー

スでの出生率回復を実現し、さらに子育て世代の転入出差を年間＋30世帯

とすることで、2060 年（平成 72 年）も 50,478 人と現状の約５万人の人口現状の約５万人の人口現状の約５万人の人口現状の約５万人の人口

を維持を維持を維持を維持できることになります。 

 

 この出生率回復と子育て世代の転入出差プラスを実現するため、府中町

では「子育て世代が居住を選択するまち」を目指す「子育て世代が居住を選択するまち」を目指す「子育て世代が居住を選択するまち」を目指す「子育て世代が居住を選択するまち」を目指すこととします。 

 

 まず、「広島都市圏で一番の子育て支援」の実現を目指すことで、主に

出生率のアップと、子育て世代の転入増を図ります。また、「子連れ家族

の生活利便の向上」を図ることでも子育て世代の転入増を図ります。さら

に、「子どもに伝える地域の魅力の向上」により、子育て世代の転出減を

図ります。この３つの施策の展開により「子育て世代が居住を選択するま

ち」となり、人口の維持を図ることが府中町のまち・ひと・しごと創生の

基本的な考え方です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人口人口人口人口のののの維持維持維持維持    

出生率のアップ    
子育て世代の転入出差のプラス    

転入増 転出減 

広島都市圏で一番の 

子育子育子育子育てててて支援支援支援支援    
子連れ家族の 

生活利便生活利便生活利便生活利便の向上 

子どもに伝える 

地域地域地域地域のののの魅力魅力魅力魅力の向上 
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１．基本目標１．基本目標１．基本目標１．基本目標    

    

 府中町は中長期的には「国の長期ビジョンより 10 年早いペースでの出生

率回復」を実現し、さらに「子育て世代の転入出差を年間＋30 世帯」とす

ることを目標とします。これを展開する３つの施策分野ごとに５年の総合戦

略対象期間末の目標として設定し直すと、次のようになります。 

    

＜子育て支援分野＞＜子育て支援分野＞＜子育て支援分野＞＜子育て支援分野＞    
 

国の長期ビジョンより国の長期ビジョンより国の長期ビジョンより国の長期ビジョンより10101010年早いペースでの出生率回復年早いペースでの出生率回復年早いペースでの出生率回復年早いペースでの出生率回復、つまり、    

子育て世代女性子育て世代女性子育て世代女性子育て世代女性 100100100100 人あたり０歳児数人あたり０歳児数人あたり０歳児数人あたり０歳児数 9.239.239.239.23 人（現状人（現状人（現状人（現状 8.728.728.728.72 人）人）人）人）    
 
 国の長期ビジョンより 10 年早いペースでの出生率回復を実現する場合、

現在 1.70程度と考えられる府中町の出生率を５年後の2020年（平成32年）

に 1.80 程度に引き上げることとなります。その進捗を出生率算出によらず

簡易に把握しようとする場合、０歳児と 20～39 歳の子育て世代女性の人口

比を住民基本台帳登録から算出し、この値を 1.0588（＝1.80／1.70）倍に

することを目標値にすることで出生率回復の大まかな進捗を把握します。 

 現状は 2015 年（平成 27 年）4 月 1 日の住民基本台帳登録から、次のよう

に算出されます。 
 

8.72％＝535 人（０歳児人口）／6,134 人（20～39歳女性人口） 
 
 仮に 20～39歳女性人口が５年後も同数だった場合には目標とする 9.23％

で０歳児は 566 人となることから、年間 30 人程度の出生数の増加を意味す

ることになります。 

    

＜生活利便の向上・地域の魅力の向上分野＞＜生活利便の向上・地域の魅力の向上分野＞＜生活利便の向上・地域の魅力の向上分野＞＜生活利便の向上・地域の魅力の向上分野＞    
 

子育て世代の子育て世代の子育て世代の子育て世代の転入転入転入転入出差を出差を出差を出差を年間年間年間年間＋＋＋＋30303030 世帯世帯世帯世帯、つまり、    

20202020～～～～39393939歳女性が前年の歳女性が前年の歳女性が前年の歳女性が前年の19191919～～～～38383838歳女性比で歳女性比で歳女性比で歳女性比で59595959人増（現状人増（現状人増（現状人増（現状53535353人増）人増）人増）人増）    
 
 「子育て世代の世帯数の増減」が、「20～39歳の子育て世代女性人口の増

減」とほぼ同数になると仮定し、この値を「何も対策を講じなかった場合」

の予測値よりも＋30 とすることを目標とします。 

 人口ビジョンで示した「何も対策を講じなかった場合」の予測では、2015

年（平成 27 年）の 15～34 歳女性は 5,278 人、2020 年（平成 32 年）の 20

～39 歳女性は 5,422 人で、この世代は５年間に 144 人増加する予測となっ

ています。年平均では 29 人増加で、これを＋30 すれば 59 人増加というこ
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とになります。 

 なお、住民基本台帳登録で、各年 4 月 1 日の 20～39歳女性人口の前年同

日の 19～38 歳女性人口と比較した増減数を計測すると、直近５年間の平均

で 53 人増加でした。現状の 53 人増加が、「何も対策を講じなかった場合」

の予測では 29 人増加にとどまるところを、＋30 の 59 人増加とすることを

目標にすることになります。 

 

 

２．基本的方向２．基本的方向２．基本的方向２．基本的方向    

    

（１）広島都市圏で一番の子育て支援（１）広島都市圏で一番の子育て支援（１）広島都市圏で一番の子育て支援（１）広島都市圏で一番の子育て支援    

 保護者が府中町は子育てしやすい環境だと感じるような施策を重点的

に展開します。既に待機児童ゼロの府中町ですが、さらなる保育の質向上

を目指します。また、未就学児のみならず、就学後も含めて子どもの居場

所、機会を拡大させ、保護者が子育てから離れられる時間も得られる環境

づくりを推進します。さらに、府中町で教育を受けさせたいと保護者が感

じるような教育の質の向上、子どもが健康に育つ環境づくりを推進します。 

    

（２）子連れ家族の生活利便の向上（２）子連れ家族の生活利便の向上（２）子連れ家族の生活利便の向上（２）子連れ家族の生活利便の向上    

 子連れ家族は例えば子どもの手をひく、抱えるなどの必要があり、様々

な行動しづらさを抱えています。複数の子どもを育てる家族であれば、そ

の苦労は大変なものです。このため、子連れ家族が安全で快適に通行でき

る歩行者空間の形成、公共交通の利便性向上、おむつ換えができる施設が

点在するまちづくり等を戦略的に推進していくことで、府中町は子育てし

やすいまちだという認識を町内外に広げ、子育て世代の転入増加を図りま

す。 

    

（３）子どもに伝える地域の魅力の向上（３）子どもに伝える地域の魅力の向上（３）子どもに伝える地域の魅力の向上（３）子どもに伝える地域の魅力の向上    

 単なる広島都市圏のベッドタウンではなく、地域に特徴や魅力があり、

そこに住み続けると他の地域にはない何かを味わえる期待ができること、

そこの出身であることを自慢にでき、進学や就職期等に一旦は転居しても、

また帰ってこようと思うホームタウンとなることを目指すことで人口転

出の縮小を図ります。このため、安芸の国の国府が置かれたことを町名の

由来とする府中町の歴史文化や自然資源といった他の地域にはない府中

町の特徴や魅力を引き出し、さらに磨きをかけ、町内外に浸透させる取組

を推進します。 
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３．具体的な施策と重要業績３．具体的な施策と重要業績３．具体的な施策と重要業績３．具体的な施策と重要業績評価評価評価評価指標指標指標指標    

 

 基本的方向として示した「広島都市圏で一番の子育て支援」、「子連れ家族の

生活利便の向上」、「子どもに伝える地域の魅力の向上」のそれぞれについて、

具体的な施策の概要と施策毎の重要業績評価指標（KPI:Key Performance 

Indicatorの略で、ここでは総合戦略の対象期間末の2019年度（平成31年度）

末時点での目標値。）を示します。 

 

 

（１）（１）（１）（１）    広島都市圏で一番の子育て支援広島都市圏で一番の子育て支援広島都市圏で一番の子育て支援広島都市圏で一番の子育て支援    

 

①「孫育て」による保育の充実①「孫育て」による保育の充実①「孫育て」による保育の充実①「孫育て」による保育の充実    
 
 祖父母が孫を保育する「孫育て」を行う場合の支援策を講じることで、

保育所での保育から「孫育て」への移行を誘導し、現在限界に近い保育所

の子ども一人当たりの保育スペースを改善します。これにより子どもの適

切な保育環境を確保して保育の質を向上させるとともに、保育方法の選択

肢を広げ、保護者にとっての「子育てしやすさ」の向上を図ります。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 保育所の子ども一人当たり面積２．６２㎡（施策を講じなかった場合

の予測２．５９㎡） 

 

②子どもに遊びを教える等のボランティア活性化②子どもに遊びを教える等のボランティア活性化②子どもに遊びを教える等のボランティア活性化②子どもに遊びを教える等のボランティア活性化    
 
 将来教員等を目指す大学生などがボランティアで子どもに遊びを教え

る活動を活性化させるための支援を行い、子どもの参加機会を拡大します。

これにより子どもの居場所を確保するとともに、就学児には地域住民や大

学生等と過ごす機会を、未就学児には親子でともに楽しめる機会を提供し、

子育て世代が多様な暮らしの充実感を得られる環境づくりを推進します。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 子どもに遊びを教える等のボランティア活動の年間回数８回（現状年

３回） 

 

③児童センター等の子どもの居場所整備③児童センター等の子どもの居場所整備③児童センター等の子どもの居場所整備③児童センター等の子どもの居場所整備    
 
 児童センター等が設置される（仮称）北部総合福祉施設の整備を推進し、
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子どもに遊びを教える等のボランティア活動のスペース提供を含め、子ど

もの居場所を確保します。これにより子どもが自主的に活動している間に、

保護者には自身の時間を提供するとともに、子育て家族同士の交流を深め、

子育て世代が多様な暮らしの充実感を得られる環境づくりを推進します。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 子どもに遊びを教える等のボランティア活動の年間回数８回（現状年

３回）【再掲】 

 

④質の高い教育の提供④質の高い教育の提供④質の高い教育の提供④質の高い教育の提供    
 
 ＩＣＴ機器の導入や各種用具を配備するなどにより学校の授業やクラ

ブ活動の実施環境を整備し、子育て世代が「府中町の学校に子どもを通わ

せたい」と意識するような質の高い教育提供を図ります。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 学校の年間の県大会出場件数１割増（2014 年度 41件） 

 

⑤子どもの感染症予防の推進⑤子どもの感染症予防の推進⑤子どもの感染症予防の推進⑤子どもの感染症予防の推進    
 
 子どもが感染しやすい感染症について、学校教育等を通じた知識の普及

や新たな予防接種の負担軽減策を講じることで感染件数を低下させ、子ど

もの健康を確保するとともに、子育て世代が抱える子どもの健康不安の軽

減を図ります。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 成人が感染することがあまりない感染症（咽頭結膜熱、A 群溶血性レ

ンサ球菌咽頭炎、水痘、手足口病、伝染性紅斑、突発性発疹、百日咳、

風疹、ヘルパンギーナ、麻疹、流行性耳下腺炎、RSウイルス感染症）の

年間発生件数１割減（2013 年 384件、2014 年 374件） 
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（２）子連れ家族の生活利便（２）子連れ家族の生活利便（２）子連れ家族の生活利便（２）子連れ家族の生活利便の向上の向上の向上の向上    

 

①①①①子連れ家族が子連れ家族が子連れ家族が子連れ家族が移動しやすい歩行者空間整備移動しやすい歩行者空間整備移動しやすい歩行者空間整備移動しやすい歩行者空間整備    
 
 商店等との連携を図りながら歩行者空間を効率的に整備するなど、子連

れ家族が安全で快適に移動しやすい歩行者空間形成を推進し、町内で行動

しやすい環境を創出します。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 町内主要箇所の徒歩および自転車での１時間あたり通行者数の平均

１割増 

    

②②②②子育て支援店舗等（おむつ交換台設置店など）の支援子育て支援店舗等（おむつ交換台設置店など）の支援子育て支援店舗等（おむつ交換台設置店など）の支援子育て支援店舗等（おむつ交換台設置店など）の支援    
 
 おむつ交換台を設置している等の子連れ家族の利用客へのサービスを

提供する店舗であることを示す店頭表示やマップ作製を行い、そうした店

舗を設ける事業者を誘発しながら、子連れ家族が町内で行動しやすい環境

創出を図ります。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 町内主要箇所の徒歩および自転車での１時間あたり通行者数の平均

１割増【再掲】 

 

③③③③公共施設等の子連れ利用の利便性向上公共施設等の子連れ利用の利便性向上公共施設等の子連れ利用の利便性向上公共施設等の子連れ利用の利便性向上    
 
 公共施設や店舗内で利用するベビーカー、おむつ交換台等、子連れ家族

の利用品について、公共施設に導入して利用者利便に資するとともに、店

舗等へのお試し貸出を行うことでそれらの普及を推進し、子連れ家族が町

内で行動しやすい環境創出を図ります。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 町内主要箇所の徒歩および自転車での１時間あたり通行者数の平均

１割増【再掲】 

 

④④④④その他子連れ生活利便その他子連れ生活利便その他子連れ生活利便その他子連れ生活利便の向上の向上の向上の向上    
 
 前後に子どもを２人乗せられる３人乗り自転車を保育所、認定子ども園、

幼稚園を通じて保護者に貸出を行い、子連れ家族が行動しやすい環境を提

供します。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 
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 町内主要箇所の徒歩および自転車での１時間あたり通行者数の平均

１割増【再掲】 

 

⑤⑤⑤⑤公共交通の利便性向上公共交通の利便性向上公共交通の利便性向上公共交通の利便性向上    
 
 町営コミュニティバス「つばきバス」の一部区画のルート変更、バス停

の移設により、乗り継ぎ利用も含めた利便性向上を図るとともに、バスの

現在地情報をインターネットで提供するバスロケーションシステムの導

入やバス停にシェルターを設置するなど、子連れ家族を含む生活者や来訪

者が町内で行動しやすい環境を創出します。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 「つばきバス」の年間利用者数、2014 年実績（187,298 人）の２％増

（191,000 人） 
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（３）子どもに伝える地域の魅力の向上（３）子どもに伝える地域の魅力の向上（３）子どもに伝える地域の魅力の向上（３）子どもに伝える地域の魅力の向上    

 

①観光散策の環境整備①観光散策の環境整備①観光散策の環境整備①観光散策の環境整備    
 
 町外からの来訪者を対象としたレンタサイクルサービスを行うととも

に、町外からの来訪者に向けた歴史文化や自然スポットの情報を掲載した

パンフレット、町内散策マップを作製・配布します。これにより自転車で

回れるコンパクトな府中町の歴史文化や自然の魅力を町外に発信・浸透さ

せ、町内居住者が府中町に住み続けることを自慢でき、誇りを感じられる

まちのイメージづくりを推進します。 
 
＜重要業績評価指標（KPI）＞ 

 レンタサイクルの年間のべ利用件数 250件 

 

 

 

 


